
平成２７年度

　

事業報告

平成２７年度の畜産物価格は、前年度に引き続き子牛、肉牛、肉豚の枝肉、鶏肉、鶏

卵で堅調に推移してきました。特に、子牛市場価格は、本年３月の市場平均価格が８０

０千円を超える高値となりました。

　

しかし、畜産農家の高齢化や担い手の不足等は続いており、飼養戸数、頭数が著しく

減少し生産基盤の弱体化は止まらない状況となっております。

　

また、本年２月４ 川こＴＰＰの署名が行われ、関税の引き下げが現実化し始めており

ます。国は、この対策として畜産クラスター関連対策事業の基金を６１０億造成し、施

設整備・機械導入事業を実施すると共に、肥育牛、肉豚の価格安定対策事業の法制化を

決定しました。

　

このような状況の中で、本県の農業産出額の３５％を占める畜産は、本県農業の振興

において重要な品目であります。このため協会は、県、市町、ＪＡ等関係機関の協力を

頂きながら畜産農家の経営支援対策や価格安定対策、家畜衛生対策のため各種事業に取

り組んでまいりました。

　

経営支援対策では、肉用牛経営安定対策補完事業及び協会が実施する豊後牛増頭チャ

レンジ推進事業により、本年度は３８０頭の優良繁殖雌牛の導入を行い肉用牛の増頭を

推進しました。

　

また、畜産コンサルタント委託事業や畜産特別資金等推進指導事業により畜産農家の

経営改善計画の作成指導や経営管理技術の改善指導を行いました。

　

更に、担い手の育成として、各種研修会を開催しました。特に肉用牛の後継者に対し

て肉用牛ゼミナールを開催し、経営、流通、飼養管理技術等の研修会を行い担い手の育

成にも努めました。

　

価格安定対策では、肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛肥育経営安定特別対策事業、

養豚経営安定対策事業を実施しました。

　

子牛価格及び肉豚枝肉価格は高値で推移したため、補填金の発動はありませんでした。

一方、肥育牛では、肉専用種の枝肉価格が高値で推移したことにより発動はなかったも

のの、交雑種、乳用種では本年度の前半まで枝肉価格が安かったため、交雑種と乳用種

３， ２６５頭に６９， ７２４千円の補填金の交付を行い肥育農家の支援を行いました。

　

家畜衛生対策では、農場衛生管理指導の支援を行い、農場飼養衛生管理の徹底を推進

すると共に、自衛防疫の意識を高めるための研修会等を開催し、疾病の発生防止や衛生

対策に対する意識の向上を図りました。



　

特に、本年度初めて肥育牛と採卵鶏の経営体を、農林水産省の農場ＨＡＣＣＰ認証基

準に基づく、農場ＨＡＣＣＰ認証農場に育成することができました。

　

更に、昨年１０月には、大分県農林水産祭の一環行事として第７６回大分県畜産共進

会、畜産フェスタ等を開催し、畜産物の消費拡大と広報活動に取り組み、畜産に対する

理解の醸成に取り組んでまいりました。

　

本協会の運営は、金利や手数料等の収入減少で、厳しい運営状況が続いておりますが、

新規事業や一部事業の拡大に取り組むと共に、運営経費の削減に努め、公益法人として

の役割を果たすため、役職員一丸となって努力してまいりました。



本協会の運営状況

１． 役員会の開催

区

　

分 開催月日 主要議決事項 出席人員 備考

監事会 平成２７年

　

５月１３日 平成２６年度事業及び収支決算の監査 監事３名

理事会 平成２７年

　

５月１５日 （１）肉用子牛生産者補給金制度に係る肉用

子牛１頭あたりの生産者負担金の額につい

て

（２）肉用牛肥育経営安定特別対策事業業

務方法書の一部改正並びに肥育牛１頭あた

りの生産者積立金額について

（３） 平成２６年度事業報告、貸借対照表

、正味財産増減計算書及び財産目録について

（４） 役員の改選について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　

・
（６）平成２７年度第１回通常総会の開催に

‘）いて

理事１０名

監事１名

理事会 平成２７年

　

５月 ２９日 （１） 会長の互選について

（２） 専務理事の互選について

（２）大分県家畜防疫互助基金支援事業業務

方法書の一部改正について

理事７名

監事１名

監事会 平成２７年１２月

　

９日 平成２７年度上半期監査 監事２名

理事会 平成２８年

　

２月２６日 （１）特別の積立金（特定準備金）の一部取

崩について

（２） 平成２７年度補正予算（案）について

（３）平成２８年度会員会費負担額及び徴収

期日について

（４）平成２８年度役員報酬の決定について

（５）肉用牛肥育経営安定対策特別対策事業

事務手数料の徴収について

（６）平成２８年度了功接種事業際半対価表

について

（７）平成２８年度事業計画及び収支予算（

案） について

（８）資産等の預入先及び運用取引先の決定

について

（９）借入金の最高限度額及び借入先金融機

関の決定について

（１０）特定個人情報等の適正な取扱いに関す

る基本方針及び特定個人情報等取扱規程の制

定について



（１１） 就業規則の一部改正について

（１２） パートタイマー就業規則の一部改正に

ついて

（１３） 定款の一部改正について

（１４）役員の選任（補充） について

（１５） 平成２７年度第２回通常総会の開催に

ついて

２． 通常総会の開催について

第１回

開

　

催

　

月

　

日

　

・

　

開

　

催

　

場

　

所 平成２７年５月２９日・全農大分３階研修所
総

　

会

　

日

　

現

　

在

　

会

　

員

　

数

　

（Ａ） ４８会員

出席会員数

実出席会員数（Ｂ） １６会員 （出席率Ｂ／Ａ

　

３３％）

書面による出席会員数 ２７会員

計（Ｃ） ４３会員 （出席率Ｃ／Ａ

　

９０％）

主要議案及び議決事項

　　　　

（１） 平成２６年度事業報告、貸借対照表、 正味財産増減計算書及び財産目録について

　　　　

（２） 役員の改選について

第２回

開

　

催

　

月

　

日

　

・

　

開

　

催

　

場

　

所 平成２８年３月２２日・全農大分３階研修所
総

　

会

　

日

　

現

　

在

　

会

　

員

　

数

　

（Ａ） ４８会員

出席会員数

実出席会員数（Ｂ） １７会員 （出席率Ｂ／Ａ

　

３５％）

書面による出席会員数 ３０会員

計（Ｃ） ４７会員 （出席率Ｃ／Ａ

　

９８％）

主要議案及び議決事項

（１） 平成２７年度補正予算 （案） について

（２） 平成２８年度会員会費負担額及び徴収期日について

（３） 平成２８年度役員報酬の決定について

（４） 平成２８年度事業計画及び収支予算 （案） について

（５） 資産等の預入先及び運用取引先の決定について

（６） 借入金の最高限度額及び借入先金融機関の決定について

（７） 定款の一部改正について

（８） 役員の選任 （補充） について

臨時総会の開催
無し

３



４． 会員の状況
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５． 役員の状況

区 蔵
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備
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常勤理事 Ｉ ０ ０ ｌ

非常勤理事 １３ ４ ４ １３

非常勤監事 ３ Ｉ ｌ ３

計 １７ ５ ５ １７

６． 従業員の状況

異

　

動 前年度未

現

　　

在

本年度末

現

　

在

増

　

減

男 女 計 男 女 計 男 女 計
職

　　　

員 ３ ２ ５ ３ ２ ５

　　　　　　

▼

嘱託（常勤） ６ ０ ６ ５ ０ ５ △１ △１

臨時事務員 ０ ５ ５ ０ ４ ４ △１ △１

パート職員 ０ ３ ３ ０ ４ ４ Ｉ ｌ

計 ９ ｌｏ １・９ ８ ｌｏ １８ △１ △１

７． 平成２７度主要行事等

月

　　　

日 内

　　　　　　　　　　　　

容 場

　　

所

４月１７日 大分畜産Ｎｅｔ鼓動”鼓動”通常総会 大分市
４月２４日 ゆめネットおおいた

　

通常総会 日田市
５月１３日 監事決算監査 大分市
５月１５日 第１回理事会 大分市
５月 ２９日 第１回通常総会 大分市
５月 ２９日 第２回理事会 大分市
６月１９日 県共進会全体会議 大分市
６月 ２５日 全国肉用牛振興基金協会通常総会 東京都
６月 ２６日 中央畜産会通常総会 東京都

７月２３～２４日 畜特資金九州ブロック会議 鹿児島県
７月 ２９日 肉用牛経営安定対策補完事業九州ブロック会議 宮崎県
９月３～４目 畜産コンサル九州ブロック会議 鹿児島県
９月 ７日 九州ブロック専務・事務局長会議 長崎県

９月 ．〇～ １１日 家畜畜産物衛生指導業務九州ブロック協議会 佐賀県



９月３０日～１０月１日 子牛補給金九州ブロック会議 熊本県

１０月 ３日 第７６回大分県畜産共進会

　

肉牛の部 豊後大野市

１０月 ２４日 第７６回大分県畜産共進会

　

肉用牛の部 別府市

１〇月２４～２５目 大分県農林水産祭 畜産フェスタ 別府市

１１月２６～２７日 マルキン九州ブロック会議 沖縄県

１１月２６～２７日 九州ブロック経理事務担当者会議 沖縄県

１２月 ９日 上半期監査 大分市

２月１０日 法人の運営組織及び事業活動の状況に関する立入検査 大分市

２月 ４日 肉用牛担い手支援事業に係る肉用牛ゼミナール閉講式 大分市

２月 ２６日 第３回理事会 大分市

３月 ２ ２日 第２回通常総会 大分市３月 ２ ２ 日 第 ２ 回 通 常 総 会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大 分 市
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８．会員の状況
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（経営支援課）

１． 肉用牛経営安定対策補完事業（肉用牛生産基盤強化対策事業）

　

（１） 肉用牛生産基盤強化対策事業

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ５５，２２８，０００ ４２，７６２，７７２

１）中核的担い手育成増頭推進

　

地域の中核的担い手が計画的に優良な繁殖雌牛を増頭した場合に、増頭実績に応じて、１

頭当たり８０，０００円 （１０３頭）、 育種価要件の高い牛には１００，０００円 （２０２頭）の補助

金を交付した。

（単位；頭、円）

事業実施者
計

　　

画 実

　　

績

頭

　

数 金

　

額 交付頭数 交付金額

ＪＡおおいた国東事業部 ５ ５００，０００ １４ １，１４０，０００

ＪＡおおいた杵築事業部 １５ １，５００，０００ ８ ７８０，０００

ＪＡおおいた山香事業部 ２０ ２，０００，０００ ２３ ２，２８０，０００

ＪＡおおいた由布事業部 １５ １，５００，０００ １９ １，７２０，０００

ＪＡおおいた臼杵事業部 ４ ４００，０００ ４ ３２０，０００

ＪＡおおいた野津事業部 ３ ３００，０００ ２ ２００，０００

ＪＡおおいた佐伯事業部 ｌｏ １’０００’０００ ７ ６４０，０００

ＪＡおおいた豊後大野事業部 ２０ ２，０００，０００ ２１ １，９２０，０００

ＪＡおおいた竹田事業部 １０６ １０，６００，０００ １０４ ９，６８０，０００

ＪＡおおいた日田事業部 ３０ ３，０００，０００ ５ ４８０，０００

ＪＡおおいた北部事業部

（豊後高田）
ｌｏ １’０００’０００ ３０ ２，９６０，０００

ＪＡおおいた北部事業部

（宇佐）
１４ １，４００，０００ １１ １，０６０，０００

ＪＡおおいた北部事業部

（中津）
１１ １’１００’０００ ９ ８４０，０００

べっぷ日出農業協同組合 ６ ６００，０００ ｌ １００’０００

玖珠九重農業協同組合 ５０ ５，０００，０００ ３４ ３，１２０，０００

九重町飯田農業協同組合 １２ １，２００，０００ ７ ６８０，０００

下郷農業協同組合 ９ ９００，０００ ６ ５２０，０００

合

　　

計 ３４０ ３４，０００，０００ ３０５ ２８，４４０，０００



２）優良繁殖雌牛導入支援

　

繁殖雌牛飼養頭数の維持・増頭を図るため、導入計画に基づき、生産者集団等が優良な

雌牛を購入し、一定期間自ら飼養する場合、又は生産者に一定期間貸し付ける場合に１頭

当たり４０，０００円 （０頭） 育種価要件の高い牛には５０，０００円 （７５頭） の補助金を交付し

た。

（単位：頭、 円）

事業実施者
計

　　

画 実

　　

績

頭

　

数 金

　

額 交付頭数 交付金額

ＪＡおおいた山香事業部 ２ １００’０００ ０ ０

ＪＡおおいた佐伯事業部 ２ ｌｏｏ’０００ １１ ５５０，０００

ＪＡおおいた竹田事業部 ３０ １，５００，０００ ２２ １’１００’０００

ｉＡおおいた日田事業部 ２７ １，３５０，０００ １６ ８００，０００

ＪＡおおいた北部事業部

（中津）
１５ ７５０，０００ ６ ３００，０００

べっぷ日出農業協同組合 ｌ ５０，０００ ｌ ５０，０００

玖珠九重農業協同組合 ４０ ２，０００，０００ １２ ６００，０００

九重町飯田農業協同組合 ２０ １’０００’０００ ７ ３５０，０００

合

　　

計 １３７ ６，８５０，０００ ７５ ３，７５０，０００

３） 肉用牛ヘルパー推進

　

担い手の高齢化等に対応し、 肉用牛生産の労働負担の軽減を図るため、利用組合が実施

する肉用牛ヘルパー活動の組織化、 要員確保、傷病時等の際のヘルパー利用に係る互助制

度の支援を行う肉用牛ヘルパー制度を推進し、利用者に対して利用料金の１／２以内で補

助金を交付した。
（単位：円）

事業実施者 計画額 実

　

績

　　　　　　　　

内 訳

　　　　　

交付額

　　　

その他

内訳

交付額 その他

庄内町肉用牛ヘルパ」利用組合 １，５５０，０５０ １，６３５，５７８ ６９０，５７９ ９４４，９９９

湯布院町肉用牛ヘルパー利用組合 １，８５６，４００ １，７２８，３９５ ８０６，２９７ ９２２，０９８

佐伯南郡地域肉用牛ヘルパー組合 ３０９，０００ ３０５，４００ １４１，３５０ １６４，０５０

豊後大野市肉用牛ヘルパー推進協議会 ９，３３１，４２０ ３，４２８，７７２ １，５１１，９１３ １，９１６，８５９

久住地域肉用牛ヘルパー組合 ７，２９０，０００ ５，６９９，２４５ １，７５８，５８５ ３，９４０，６６０

大分由布畜産サポート組合 １，９４４，０００ １，６３２，９６０ ５０３，８７４ １，１２９，０８６

合

　　

計 ２２，２８０，８７０ １４，４３０，３５０ ５，４１２，５９８ ９，０１７，７５２



４）肉用牛振興推進指導

　

中核的担い手育成増頭推進、優良繁殖雌牛導入支援及び肉用牛ヘルパレ推進の事業を円

滑に実施するための関係機関の調整、増頭確認、肉用牛ヘルパーの実態調査及び推進指導

を実施した。

区

　　

分 計画（円） 実績（円）

肉用牛振興推進指導事務費 ５，７１４，４００ ５，１６０，１７４

２． 豊後牛増頭チャレンジ推進事業

　　

肉用牛の規模拡大による経営の安定や豊後牛の銘柄確立を図ると共に、地域活性化のため生

　

産基盤の強化を図った。肉用牛農家等が繁殖雌牛を増頭した場合に１頭当たり７０，０００円の奨励

　

金を交付した。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

大分県畜産協会 ２３，８００，０００ １８，０６０，０００

（単位：頭、円）

事業実施者
計

　　

画 実

　　

績

頭

　

数 金

　

額 交付頭数 交付金額

ＪＡおおいた国東事業部 ５ ３５０，０００ ｌｏ ７００’０００

ＪＡおおいた杵築事業部 １５ １，０５０，０００ ８ ５６０，０００

ＪＡおおいた山香事業部 ２０ １，４００，０００ ｌｏ ７００’０００

ＪＡおおいた由布事業部 １５ １，０５０，０００ １９ １，３３０，０００

ＪＡおおいた臼杵事業部 ４ ２８０，０００ ４ ２８０，０００

ＪＡおおいた野津事業部 ３ ２１０，０００ ２ １４０，０００

ＪＡおおいた佐伯事業部 ｌｏ ７００’０００ ７ ４９０，０００

ＪＡおおいた豊後大野事業部 ２０ １，４００，０００ ２１ １，４７０，０００

ＪＡおおいた竹田事業部 １０６ ７，４２０，０００ ｌｏｌ ７’０７０’０００

ＪＡおおいた日田事業部 ３０ ２，１００，０００ ５ ３５０，０００

ＪＡおおいた北部事業部

（豊後高田）
ｌｏ ７００’０００ １２ ８４０，０００

ＪＡおおいた北部事業部

（宇佐）
１４ ９８０，０００ ｌｏ ７００’０００

ＪＡおおいた北部事業部

（中津）
１１ ７７０’０００ ９ ６３０，０００



べっぷ日出農業協同組合 ６ ４２０，０００ １」 ７０’０００

玖珠九重農業協同組合 ５０ ３，５００，０００ ２７ １，８９０，０００

九重町飯田農業協同組合 １２ ８４０，０００ ６ ４２０，０００

下郷農業協同組合 ９ ６３０，０００ ６ ４２０，０００

合

　　

計 ３４０ ２３，８００，０００ ２５８ １８，０６０，０００

３． 畜産特別資金等推進指導事業

　　

経営の悪化している農家に対して、長期低利資金の融資を行い、関係機関が一体となって総

　

合的な支援指導を実施し、 資金借受農家の経営改善を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

補助金 ３，８００，０００ ３，４１０，８４２

実施事項 回数
部数
人数
戸数

内容

都道府県支援推進
協議会の開催

３回 延べ
４２名
・平成２６年の事業実施報告並びに平成２７年度の事
業推進、指導方針、指導体制について協議した。
・融資機関の指導体制、今後の指導方針について協
議した。
・中央支援協議会との畜産特別資金の実態調査に係
る意見交換を行った

融資機関への指
導・助言

１４回 ９機関 経営改善計画の達成状況の確認並びに借受者に対
する指導状況・内容等に関する指導を行った。

経営改善計画見直
指導

１０回 １４戸
・ 貸付実行年度の翌年から

　

５年間毎年必要となる経
営改善見直し計画作成に係る支援・指導を行った。
また、 県の見直し計画審査会で審査を行った。

経営改善計画達成
指導

６２回 ２１戸 経営改善計画に対する達成状況や改善状況を確認
し指導を行った

畜産特別資金借受
者指導用資料

２，０５０

部
繁殖技術改善のために繁殖台帳（２，０００部）を作成
し繁殖経営に記帳指導を行った。また、借入者の経
営改善のための指導資料として 「経営改善計画書、
モニタリングシステム説明書」５０部を作成し融資
機関、指導機関へ配布した。

研修会の開催 １回 ３４人 「経営改善に向けた支援指導の強化」をテーマに融
資機関、関係機関を対象に外部講師を迎え経営改善
計画書・モニタリングエクセルシステムの操作方
法、数値の関連性等の研修を開催した。

４． 畜産経営技術指導事業（地域畜産支援指導等体制強化）

　　

地方競馬全国協会の補助を受け県内畜産経営の支援を強化することにより、 地域畜産の活性

　　

化や安全で安定的な畜産物の供給に向けて以下の事業を実施した。



区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

地方競馬全国協会

　

補助金 ７，８４２，０００ ７，８４２，０００

（１）畜産経営の支援体制の強化を図る事業

１）畜産経営改善指導及び担い手の育成支援業務

　　

畜産農家の経営診断を行い、診断結果に基づき経営安定のため改善指導を実施した。

　

また、肉用牛の担い手が組織する畜産ネットワークの活動も支援した。

（２） 地域畜産の活性化、安全かつ安定的な食の提供に資するための事業

１）食育学級の実施と県産畜産物の消費拡大推進業務

　　

県内の小学生を対象に、生産者のネットワーク組織と連携して、食育授業を開催した。

　

また、県産畜産物の消費拡大のため生産者と連携して、 県農林水産祭等で一般消費者に

　

対して広報活動を行い、畜産に対する理解の醸成を図った。

（３） 馬事・畜産普及啓発の推進体制の強化を図る事業

１）地方競馬支援対策業務

　　

新たな競馬ファン獲得を目的に、一般の方を対象に佐賀競馬場への観戦ツアーを開催

　

した。また、 畜産の普及啓発のための冠競走及び重賞競走へ県産畜産物を副賞として授

　

与する等、地方競馬と畜産物に対する意識の高揚を図った。

５． 肉用牛担い手人材育成事業

　　

肉用牛経営を支える新たな担い手を確保するため、地域のリーダーとなる担い手の人材育成

　

や、 肉用牛農家の労働力不足の解消や定期的な休日確保のためのヘルパ」要員育成に向けて研

　

修会の開催や支援活動を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

大分県

　

委託費 ３，０００，０００ ３，１７７，８１３

（１）経営体育成事業

　

経営感覚のある意欲的な担い手確保、 地域のリーダー育成、６次産業の推進や雇用型経

営を実践する農家を育成するために肉用牛ゼミナ ルを開講し、 専門研修・流通研修を開

催した。 また受講生に経営感覚を身につけてもらうために経営診断を行い、現地指導も行

った。

（２） ヘルパー育成事業



　

労働力不足の解消、 定期的な休日の確保、規模拡大、高齢農家の経営維持等を推進する

ため、肉用牛経営を支えるヘルパー要員育成のための研修会を１回開催した。

区

　

分 受講生 研修会開催 経営診断

経営体育成事業 ３０人 ２回 ７戸

ヘルパー育成事業 １人 １回

受講生 研修会開催

　　

経営診断

（３） 肉用牛ゼミナール支援事業

　

肉用牛担い手人材育成事業の参加者が、経営者としての意識改革を図るため、

省力化・低コスト生産技術等の習得を目的に先進地研修を開催した。

　

４コース （北海道、 広島・兵庫、 岐阜・三重、 熊本・長崎）、 参加受講
生１８名。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

大分県 ３２０，０００ ３１２，７７０

６． 畜産コンサルタント委託事業

（１）畜産経営支援指導研究会の開催

　

畜産経営体への支援指導の進め方及び対象農家の選定について協議した。

（２）畜産経営技術総合指導事業

　

経営改善指導として、肉用牛農家２７戸、酪農家８戸に対して個別に経営診断を実施し

分析結果をもとに改善指導を行った。

　

経営管理技術指導として、肉用牛農家１戸、酪農家２、養豚農家３戸に対して経営指標

データ収集並びに新規参入に係る個別支援を行った。．．

　

生産技術指導は、肉用牛農家４戸に対して出荷データをもとに生産技術分析を行なった。

また、家畜市場において幅広く農家の各種要望に応えていくために相談窓口を開設した。

（３） 畜産情報の提供

　

ホームページを充実し、畜産農家が容易に利用できる情報や資料を整備し提供するとと

もに消費者に向けて畜産等に関する情報を発信した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

大分県

　

委託費 ３，６００，０００ ３，６００，０００



《支援指導戸数》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：戸）

区分 肉用牛 酪農経営 養豚経営 合

　

計

経営改善指導 ２７ ８ ３５

経営管理指導 ｌ ２ ３ ６

生産技術指導 ４ ４

合

　

計 ３２ ｌｏ ３ ４５

７．貸付事業指導等事業

　　

公益財団法人

　

畜産近代化リース協会の機械施設借受者に対して、機械施設の保管状況の確

　

認と管理状況の調査を実施し、適正な利用についての支援指導を行った。

　　

また、農協等を巡回し、各担当者へ畜産機械施設リースの説明を行い、新規開拓を実施した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

畜産近代化リース協会

　

委託費 ３３０，０００ ３３０，０００

８．畜産関係団体調整機能強化事業

　　

生産者組織 「大分畜産Ｎｅｔ鼓動」 ・ 「ゆめネットおおいた」 を中心として県内の肉用牛生産

　

者を対象として、経営管理、生産技術研修会を開催し個々のスキルアップを図ると共に、消費

　

者への県産畜産物のＰＲ活動も行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 １９０，０００ １９０，０００

９．日本政策金融公庫調査委託事業

　　

（株） 日本政策金融公庫の調査委託事業として、公庫資金の広報・相談活動並びに公庫資金の

　

活用について調査・広報を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

日本政策金融公庫

　

委託費 ５０，０００ ５０，０００

１０． 公庫資金活用推進事業

公庫資金借入希望者１戸の資金借入計画書の作成支援を行った。



区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ５０，０００ ５０，０００

１１．地域畜産基盤維持継続緊急対策事業

　　　

肉用牛繁殖経営２２戸を対象に経営及び飼養管理技術調査を実施しするとともに技術レベル

　

が標準の技術レベルを下回った経営１戸に対して個別指導支援を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ６３０，８００ ５１２，９６６

１２． 酪農生産基盤確保・強化緊急支援事業

　　

酪農経営における飼養頭数や生乳生産の減少を食い止めるとともに、 経営の体質強化や多角

　

化等を目的に地域の担い手・後継者層等を対象に経営管理技術並びに飼養管理技術向上に向け

　

技術研修と経営研修を２回開催した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託 ４００，０００ ３７６，３６８

１３．肉用牛経営安定対策補完事業の多様な担い手支援事業

　　

肉用牛経営における新規就農者や後継者の確保など担い手の育成のため経営技術の向上やネ

　

ットワークの構築により経営上の課題を克服することを目的に、飼養管理技術向上に向けた研

　

修会を２回開催した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託 ４００，０００ ４００，５６６

１４． 畜産クラスタ←全国推進事業

　　

畜産クラスターに係る取り組みを全国で推進するうえで必要な情報を得るため、県内の先進

　

的な経営体等を対象に経営調査を行なった。 （肉用牛繁殖経営１０事例）

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託 ４００，０００ ３６１，５４０



１５． 畜産現場における障がい者の参画推進支援事業

　　

障がい者の畜産現場への就労参画を推進するために、就労を受け入れる畜産経営体等

　

における就業環境や就業条件等畜産現場の取り組みや課題に関するアンケート調査を

　

実施した。 ［５事例〕

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託 ８４，０００ ８３，７３５

１６． 畜産共進会及び畜産フェスタ開催事業

　　

大分県農林水産祭 （第３９回大分県農業祭） の一環行事として、 第７６回大分県畜産共進会

　

並びに畜産物の消費拡大を図る畜産フェスタを豊後大野市・別府市で開催した。

（１） 第７６回大分県畜産共進会の開催

区

　

分 肉牛の部
種畜の部

肉用牛の部 乳用牛

開催時期 １０月３日 １０月２４日 全日本ホルスタイン

共進会の為

　

中止

開催場所 豊後大野市 別府市

出品家畜 肉牛 肉用牛

出品頭数 ４９頭 ６７頭

（２） 畜産フェスタの開催

区

　

分 畜産フェスタ

開催時期 １０月 ２４日・２５日

開催場所 別府市

１７． 養豚協会、養鶏協会等の活動支援

経営支援課内に団体支援室を設け各団体の活動支援を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

団体事務委託収入 １，０５６，０００ １，０５７，９４３

１８． 種豚登録業務

　　

大分県養豚協会より業務委託を受け、日本養豚協会の規定に基づき種豚の改良増殖を推進す

　　

るとともに、養豚経営体の生産基盤強化を図るために登録業務を行った。



１９． 情報活動事業

　　

中央並びに県内における畜産に関する資料を収集し、関係者に対する情報提供を行うと共に、

　

中央畜産会が発刊する畜産コンサルタント誌・経営情報など参考資料等の斡旋を積極的に行っ

　

た。

　　

また、 ホームページでは、 畜産コンサルタント、 経営相談窓口、 資金制度、 価格安定制度、

　

衛生情報、補助事業、 畜産ネットワーク組織の活動、 県種雄牛等の情報公開を積極的に発信し

　

た。

２０．畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）

　　

機械導入事業について、大分県内におけるクラスター協議会に対して、事業推進（説明会等）

　

及び、 参加要望の取り纏めなどの窓口業務を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託 ｌｏｏ’０００ ５７，７９０

区

　

分 予算額（Ｐｉ） 決算額（円）

協会事業 ３５９，１００ ３１４，８２０

主な種別 実施予定頭数 実績頭数

系統維持施設認定 １施設 １施設

黒豚生産農場認定 １施設 １施設

子豚登記 １１５頭 ９７頭

種豚登録 ２５頭 ２４頭

系統種豚登録 ０頭 ０頭



（価格安定課）

１．肉用子牛生産者補給金制度

平成２６年度第４四半期～平成２７年度第３四半期を通して全ての品種で子牛販売価格が高値で推移
したため生産者補給金の発動はなかった。

＜制度の仕組み＞

　

肉用子牛の価格が低落し、保証基準価格を下回った場合に、生産者に対し生産者補給金を交付
し、 肉用子牛生産の安定等を図ることを目的としている。
具体的には、四半期毎に農林水産大臣が告示する肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格を下
回った場合に、その期間中に販売、又は、自家保留した肉用子牛に対し生産者補給金を交付す
る。

保証基準価格

×，。／・ｏ

　

差

　　　

×１Ｏ／１Ｏ

者
補
給
金

差

　　　　

肉用子牛の平均売買価格

　
　

目標価格

国（機構）から交付される

　　　　　

県畜産協会にあらかじめ
生産者補給交付金を財源

　　　　　　

積み立てた生産者積立金を財源

（１）生産者補給金交付契約締結状況

契約区分
契

　　

約

　　

者

　　

数

２６年度 ２７年度 備考
個

　　　　　　

人 １，８２０ １，２０６

農

　　　　　　

協

農

　　

協

　　

連

農事組合法人 ２ ３

株

　

式

　

会

　

社 ５ ５

有

　

限

　

会

　

社 １８ １２

民

　

法

　

法

　

人

合

　　　　　　

計 １，８４５ １，２２６

（２）事務委託契約締結状況

事務委託先
事

　

務

　

委

　

託

　

先

　

数

２６年度 ２７年度 備考
Ｊ

　　

Ａ

　

農

　

協 ５ ５

専

　

門

　

農

　

協 ２ ２ 県酪、熊本

農

　　

協

　　

連 １
↓ ｌ 全農大分県本部

そ

　　　

の

　　　

他 ｌ ｌ 配合飼料基金

合

　　　　　　

計 ９ ９



（３） 契約肉用子牛個体登録頭数の内訳
（単位：頭）

＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼

区

＼＼＼＼

分

品種区分

平成２７年度 備考
１月１日～

　

３月３１日

４月１日～

　

６月３０日

７月１‐日～

　

９月３０日

１０月１日～

１２月３１日

１月～１２月

合

　

計

黒

　　　　

毛

　　　　

キロ

　　　　

種 ２，８５９ ２，５０９ ２，８６１ ２，９０５ １１，１３４

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ｌ ０ ３ ４ ８

乳

　　

用

　　

種

　　

の

　　

品

　　

種 ７２０ ７７６ ６９３ ３８４ ２，５７３

肉

　

専

　

用

　

種

　

と

　

乳

　

用

　

種
の

　　

交

　　

雑

　　

の

　　

品

　　

種
３８６ ３９８ ２７８ １２９ １，１９１

合

　　　　　　　　　　　　　　

計 ３，９６６ ３，６８３ ３，８３５ ３，４２２ １４，９０６

（４）保証基準価格と合理化目標価格
（単位：円）

品種区分 保証基準価格 合理化目標価格 備考
黒

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ３３２，０００ ２７７，０００

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 －

　　

３０３，０００ ２５５，０００

黒 毛 和 種 及 び 褐

　

毛 和 種
以 外

　

の

　

肉 専 用

　

種

　

の

　

品 種
２１７，０００ １４７，０００ 日本短角種等

乳

　　

用

　　

種

　　

の

　　

品

　　

種 １３０，０００ ８８，０００

肉

　

専

　

用

　

種

　

と

　

乳

　

用

　

種
の

　　

交

　　

雑

　　

の

　　

品

　　

種
１９９，０００ １４４，０００

（５）指定肉用子牛の規格

肉用子牛の種別 体

　　　　　　　　　　

重

黒

　　　　

毛

　　　　

キロ

　　　　

種 ２５０キログラム以上

　　　

３２０キログラム以下

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ２６０キログラム以上

　　　　

３３０キログラム以下

無

　　　　

角

　　　　

和

　　　　

種 ２００キログラム以上

　　　　

２７０キログラム以下

日

　　　

本

　　　

短

　　　

角

　　　

種 ２００キログラム以上

　　　

２８０キログラム以下

アンガス種及びヘレフオード種 ２６０キログラム以上

　　　

３１０キログラム以下

ホルスタイ ン種 （雌を除く） ２５０キログラム以上

　　　

３３０キログラム以下

ホ

　

ル

　

ス

　

タ

　

イ

　

ン

　

種

　

を
母

　

と

　

す

　

る

　

交

　

雑

　

種
２６０キログラム以上

　　　

３２０キログラム以下

（６）平均売買価格
（単位：円）

区

　

分
＼＼＼＼＼＼

品種区分
黒毛キロ種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳用種 交雑種

平成２７年１月１日～３月３１日 ６１４，０００ ５１８，６００ ３６１，９００ １６７，７００ ３５７，４００

平成２７年４月１日～６月３０日 ６４５，４００ ５３９，２００ ３３８，９００ １９５，６００ ３７３，９００

平成２７年７月１日～９月３０日 ６６４，１００ ５７３，６００ ３２８，９００ ２３６，４００ ３７７，８００

平成２７年１０月１日～１２月３１日 ７０７’７００ ６２３，３００ ４８４，５００ ２６２，３００ ３８９，８００



（７）契約肉用子牛１頭当たりの負担金（生産者積立金の額）

区分 生産者積立金
負担区分

機構（１／２） 大分県（１／４） 生産者（１／４）

黒

　

毛

　

和

　

種
１～６月 ２，２００ １’ｌｏｏ ５５０ ５５０

７～１２月′Ｚ へきざｙゲーメ２００キメバ

　　　　　

」

　

ノ

　　　　　　

ノ

　　　　　　　　

、

　

′

　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　

、

　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　

′
：ｇ 二６００

　

′

　　

、

　　　

′

　

●

　

′

　

＼

　

′

　　

＼

　

′

　

‘・●

　　　　　　　　　　　

′；

　　　

′

　

ノ

　　　　

３００が～

　

褐

　

毛

　

和

　

種

黒毛和種及び褐毛和種以外の

　　

肉専用種の品種

　　　

乳用種の品種

　

肉専用種と乳用種の

　　　

交雑の品種

１～６月 １１，９００ ５，９５０ ２，９７５ ２，９７５

ｉタミミ１２月ミ

６，１００１～６月 ２４，４００ １２，２００ ６，１００

７～、１２月－

１２，７００ ６，３５０ ３，１７５ ３，１７５１～６月

１，２５０ １，２５０１～６月

罰を１２月′ｌ

５，０００ ２，５００

′審豊三）三等２キー４ＱＱ……

（８）生産者積立金造成内訳
（単位；頭、 円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ： 頭、 円

　

品

　　

種

　　　　　

区分

　　　　

契約頭数

　

積立単価 積立所要額

　　　　　　　　　

負担区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

機構（１／２）

　

大分県（１／４） 生産者（１／４）

　　　

継続≠＃～
～基名

　

器夢

　

胃８８ １一喜呈８８

　

憂欝艶８

　

￥署発言碁８措昭闇
黒毛和種 新 規

　

１月 ３００

　　　　　

継 続 ヂ月～
～晶月

　　

ｇ

　

１をｇ器

　　

鑓，２ｍ

　

・馴 ＆ ㈱

　　

％

　　　　　　　　

：計

　

ニ ーげ ＊・〉ミ ７

　

ハ

　　　　　　　

ノ３２；２００

　

二 ・１６，１００

　　　

二－８，０５０

　

｛ ・二８－０５０

　　　　

褐 毛和 種

　　

就 田

　

１月 ～７月

　　　　　

１

　

１１ ９００

　　　　

１１，９００

　　　　

５，９５０

　　　　

２，９７５

　　　　

２９７５

　　　　　　　　　　

朋 堀 ７月 ～１３月

　　　　　

０

　　

４ ６００

　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　

ミ ノ計・ぐ

　　　　　　

′・Ｉ

　

Ｍ

　

－ 三 １１，９００ － －

　

５，９５０

　　

、
、 ２，′９７５

　　

＼

　

‐２９７５

　　　　

継 続

掘 種の品種 新規 ヂ月～
～

継 続

　

１

　

～６

　　　　　

３４２

　　

５０００

　　

１

肉専用種と乳

　　

－

用種の交雑の

　

新 規

　

品種



（９）生産者積立金及び生産者積立準備金造成状況（平成２８年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

黒毛和種 褐毛和種 乳用種 交雑種 計

１

　

期

　

首

　

残

　

高

（１）

　

生産者積立金 ０ ０ ０ ０ ０

生産者積立準備金 ５，３００．６３１ ０ ０ ０ ５７５．３００．６３１

内

　　　

訳

（３〉 生産者の負担金充当分 １５３，１３３，５５５ １５３，１３３，５５５

（４） 県の生産者積立助成金充当分 １６０，２９８，３６９
１６０，２９８，３６９

（５） 機構の生産者積立助成金充当分 ２６１，８６８，７０７
２６１，８６８，７０７

亘

生

　

産

　

者

　

積

　

立

　

金

　

積

　

立

　

実

　

績

（６） 生産者積立金純増加額 （９）十（１２）÷（１５）十（１８） ９、６９７，２５０ ２５，０２５ １９，４１９，０００ ３，０２３，７００ ３２．１６４，９７５

（７） 生産者積立準備金からの繰入額

　

（１０）十（１３）十（１６） ９，０３１，５５０ １９，０７５ ６，４７３，０００ Ｌ８７３，１００ １７，３９６，７２５

（８）

　　　　　　　　　　　　　

計 １８，７２８，８００ ４４，１００ ２５，８９２，０００ ４，８９６，８００ ４９，５６１，７００

内

　　　　　

訳

生

　

産

　

者

（９）

　

負担金 ・

　　

３３２，８５０ ． ２，９７５ ６，４７３，０００ ５７５，３００ ７，３８４，１２５

（１０）

　

生産者積立準備金（３）からの繰入 ４．３４９．３５０ ８，０５０ ０ ６４８．９００ ５，００６，３００

（１１）

　

小計 ４，６８２，２００ １１，０２５ ６，４７３，０００ １，２２４，２００ １２，３９０，４２５

県

（１２） 生産者積立助成金 ０ ０ ０ ０ ０

（１３）

　

生産者積立助成金（４）からの繰入 ４，６８２，２００ １１，０２５ ６，４７３，０００ １，２２４，２００ １２，３９０，４２５

（１４）

　

小計 ４，６８２，２００ １１，０２５ ６，４７３，０００ １，２２４，２００ １２，３９０，４２５

機

　

構

（１５） 生産者積立助成金 ９，３６４，４００ ２２，０５０ １２，９４６，０００ ２，４４８，４００ ２４，７８０，８５０

（１６）

　

生産者積立助成金（５）からの繰入 ０ ０ ０ ０ ０

（１７）

　

小計 ９，３６４，４００ ２２，０５０ １２一９４６，０００ ２，４４８，４００ ２４，７８０，８５０

そ
の他 ◎ 謡謡雅嘉島毒とを指定して寄 ０ ０ ０ ０ ０

　　　　

繰

　

入

　

状

　

等

ｍ

　

他

　

の

　

資

　

金

　

か

　

ら

　

の

（１９） 特別ｖノ偵 ′ＡＩ

　

ム

　

．／－．・み′金への繰入金額 ０ ０ ０ ０ ０

（２０） 償還円滑化積立金から生産者積立金への繰入金額 ０ ０ ０ ０ ０

（２・） 鷺
者補給金に充てるための全国協会等からのｆ ０ ０ ０ ０ ０

（２２） 生産者積立金に係る運用果実 ２，６０７ ７ ４，１８１ ７０８ ７，５０３

生産者補給金交付額（２１）を含む ０ ０ ０ ０ ０

（２４） 生産者積立金から借入金返済額 ０ ０ ０ ０ ０

〈２５） 生産者分生産者積立準備金に係る運用果実

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　

０ ０

（２６） 県分生産者積立準備金に係る運用果実 ２１，５８９ ０ ０ ０ ２１〉５８９

（２７） 機構分生産者積立準備金返還金 ２６１，８６８，７０７ ０ ０ ０ ２６１，８６８，７０７

（２８） 生産者分生産者積立準備金返還金 ７７，０１１，９９９ ０ ０ ０ ７７，ｏ１‐１，９９９

（２９） 償還円滑化積立金から生産者積立準備金への繰入額 ０ ０ ０ ０ ０

Ｎ

　

期

末

　

残

　

高

　　

生産者積立金
（３０）

　　

、

　　　

（１お（８）＋（，９）十（２０）＋（２１）＋（２２）‐（２３）ｒ（２４）
１８，７３１，４０７ ４４，１‐０７ ２５，８９６，１８１ ４，８９７，５０８ ４９，５６９，２０３

生産者積立準備金

　　　

（３２）十（３３）十（３４） ２１９，０４４，７８９ ０ ０

　　　

０ ２１９，０４４，７８９

内

　　　

訳

　　

生産者の負担金充当分
（３２）

　　　　　　　

※計．の欄

　

（３） Ｉｏ）＋（２５）十（２８）
７１，１１５，２５６ ７１，１１‐５，２５６

　　

県の生産者積立助成金充当分
（３３）

　　　　　　　　　　

※計の欄

　

（４）ｒ（１３）十（２６）
１４７，９２９，５３３ １４７，９２９，５３３

　

機構の生産者積立助成金充当分
（３４）

　　　　　　　　　　

※計の欄

　

（５）‐（１６）”（２７）
０ ０



（１０）生産者補給金交付状況

　

１）

　

生産者補給金（機構、県協会合計分）

区

　

分 保証基準価格の品種区分 黒毛和種 褐毛和種 乳用種 乳交雑種 合

　　　

計

平

　

成

　

２

　

６

　

年

　

度

第

　

４

　

四

　

半

　

期

平成２７年

　

１月１日

平成２７年

　

３月３１日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額（①×②）

交付対象生産者数

平

　　　

成

　　　

２

　　　

７

　　　

年

　　　

度

第

　

１

　

四

　

半

　

期

平成２７年

　　

４月１日

平成２７年

　

６月３０日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額（①×②）

交付対象生産者数

第

　

２

　

四

　

半

　

期

平成２７年

　　

７月１日

平成２７年

　

９月３０日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額（①×②）

交付対象生産者数

第

　

３

　

四

　

半

　

期

平成２７年

　

１０月１‐日

平成２７年

　

１２月３１日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額（①×②）

交付対象生産者数

合

　　

計

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額（①×②）

交付対象生産者数



肉用牛繁殖経営支援事業

平成２６年度第４四半期～平成２７年度第３四半期の支援交付金の発動はなかった。

２

（１）交付基準

　

肉用子牛生産者補給金制度を補完し、 四半期毎の平均売買価格が発動基準を下回った場合に、
当該四半期に販売又は自家保留された肉用子牛を対象として、発動基準を下回った額の４分の３
に相当する額の支援交付金が交付される。

（２）発動基準価格

　　　

（平成２６年度第４四半期）

　　　　　　　　　

（単位：円）

品種 保証基準価格 発動基準 平均売買価格

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 ３２９，０００ ４２０，０００ ６１４，０００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ３００，０００ ３８０，０００ ５１８，６００

その他の肉専用種 ２１５，０００ ２８０，０００ ３６１，９００

　　

・

（平成２７年度第１四半期以降）

　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

品種 保証基準価格 発動基準
平均売買価格

１期 ２期 ３期

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 ３３２，０００ ４２０，０００ ６４５，４００ ６６４，１００ ７０７’７００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ３０３，０００ ３８０，０００ ５３９，２００ ５７３，６００ ６２３，３００

その他の肉専用種 ２１７，０００ ２８０，０００ ３３８，９００ ３２８，９００ ４８４，５００



３

　

． 肉用牛肥育経営安定特別対策事業

　

本年度 （平成２７年１月期～平成２８年１月期） における交付実績は、３，２６５頭に対して
６９，７２４，３００円であった。 その内、 肉専用種は枝肉相場が堅調に推移したことで補填金の発動はなかっ
た。 しかし、 交雑種については、１，３８９頭に対 して１０，７３０，０００円、 乳用種については、１，８７６頭に対 し

て５８，９９４，３００円の実績となった。

（１）交付基準

　

肉用牛肥育経営の安定を図るため、粗収益が生産コストを下回った場合に、 生産者の拠出と国の
補助により造成された基金から粗収益と生産費との差額の８割を補填する。 本来この事業は四半期毎
の交付だが、 平成２３年７月以降月毎の交付となっている。 さらに平成２６年４月以降は概算払方式
となっている。

（２） １頭当たり基金造成額の内訳

区分
１頭当たり造成額

　

（負担割合）

負担区分
生産者

　　　　　

大分県 農畜産業振興機構
１／４

３／４定額 定額

肉専用種
２７年３月以前 ７２，０００ １７，２５０ ７５０ ５４，０００

２７年４月以降 ５２，０ＯＱ，
－ １２，２５０ ７５０ ３９，０００

交 雑 種
２７年３月以前 １２０，０００ ２９，１７０ ８３０ ９０，０００

２７年４月以降 ｌｏｏ’０００ ２４，１７０ ８３０ ７５，０００

乳 用

　

種
２７年３月以前 ８０，０００ １９，４７０ ５３０ ６０，０００

２７年４月以降 ６８，０００ １６，４７０ ５３０ ５１，０００

（単位：頭）

（単位：頭）（３） 積立頭数の内訳

区分
２７年 ２８年

計２月１日～
３月３１臼

４月１日～
６月３０日

７月１日～
９月３０日

１〇月１日～
１２月３１日

１月．日～
１月３１日

肉専用種 ９７６ １，３７５ １，２７９ １，３１６ ４５８ ５，４０４

交 雑 種 ４４５ ８１３ ７９０ ８６０ ２６８ ３，１７６

乳用種 ８４１ １，１１４ ９０１ ６３７ ２６６ ３，７５９

計 ２，２６２ ３，３０２ ２，９７０ ２，８１３ ９９２ １２，３３９

区

　　　　　　

分 肉専用種 交雑種 乳用種 合計
期

　　

首

　　

残

　　

高 ７１８，９７７，８０３ ４８３，８５９，５６２ ２２９，４２７，１９６ １，４３２，２６４，５６１

増

　　　

加

積
立
金

造
成
実
績

農畜産業振興機構 ２２５，４７１，０００ ２４４，８９０，０００ １９９，２７８，０００ ６６９，６３９，０００

大分県
補助金 ３，２４２，４００ ２，１０８，８６４ １，５９３，８１６ ６，９４５，０８０

準備金 ８１０，６００ ５２７，２１６ ３９８，４５４ １，７３６，２７０

生

　　

産

　　

者 ７１，１０４，０００ ７８，９９３，９２０ ６４，４３３，７３０ ２１４，５３１，６５０

計 ３００，６２８，０００ ３２６，５２０，０００ ２６５，７０４，０００ ８９２，８５２，０００

運

　　　

用

　　　

益 ２６３，９２０ １８３，８８２ ９８，５９９ ５４６，４０１

小計 ３００，８９１，９２０ ３２６，７０３，８８２ ２６５，８０２，５９９ ８９３，３９８，４０１

減
少
肥育牛補填金 ０ １０，７３０，０００ ５８，９９４，３００ ６９，７２４，３００

小計 ０ １０，７３０，０００ ５８，９９４，３００ ６９，７２４，３００

期

　　

末

　　

残

　　

高 １，０１９，８６９，７２３ ７９９，８３３，４４４ ４３６，２３５，４９５ ２，２５５，９３８，６６２

（４） 肥育安定基金の造成状況



（５）補填金単価算定結果

区

　　

分
２７年

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

肉専用種

平均粗収益（Ａ） １，０５６，５３７ １，０４１，５５５ １，０２４，２６０ ９９８，７７２ ９９１，２８８ １，０３４，３９７

平均生産費（Ｂ） ９３５，９１２ ９５１，５８９ ９５７，６４４ ９５８，２８０ ９５８，６５７ １，００５，７４７

差額（Ｃ）：（Ａ）－（Ｂ） １２０，６２５ ８９，９６６ ６６，６１６ ４０，４９２ ３２，６３１ ２８，６５０

補てん金単価＝ （Ｃ） ×０．８

交雑種

平均粗収益（Ａ） ６７０，９４４ ６８８，４８６ ７２２，３７６ ７４７，００９ ７２２，７７５ ７３１，６０４

平均生産費（Ｂ） ６７５，０６１ ６８６，０８５ ６９３，８７８ ７０６，７８４ ７３６，０８８ ７５４，７３３

差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） △

　

４，１１７ ２，４０１ ２８，４９８ ４０，２２５ △ １３，３１３ △

　

２３，１２９

補てん金単価＝ （Ｃ） ×０．８ ３，２００ １０，６００ １８，５００

乳用種

平均粗収益（Ａ） ３６８，４５９ ３８０，０８６ ４エ４，５９４ ４２３，１８９ ４３０，１８１ ４５０，４２７

平均生産費（Ｂ） ４４８，０７３ ４５１，５０２ ４５０，６００ ４５４，０７３ ４４６，４０２ ４５１，０８８

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） △

　

７９，６１４ △

　

７１，４１６ △

　

３６，００６ △

　

３０，８８４ △ １６，２２１ △

　

６６１

補てん金単価＝ （Ｃ） ×０．８ ６３，６００ ５７，１‐００ ２８，８００ ２４，７００ １２，９００

（単位：円）

区

　　

分
２７年 ２８年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

肉専用種

平均粗収益（Ａ） １，０２１，６８１ １，０４９，３７６ １，１２３，２４４ １，１３１，８１０ １，１７２，６５８ １，１４３，０３０

平均生産費（Ｂ） １，００６，１３６ １，００５，９８６ ９９４，９２３ ９９４，２６９ ９９４，０５９ ９９５，８７８

差額（Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） １５，５４５ ４３，３９０ １２８，３２１ １３７，５４１ １７８，５９９ １４７，１５２

補てん金単価＝ （Ｃ） ×０．８

交雑種

平均粗収益（Ａ） ７３９，６９０ ７３１，４９６ ７５０，３９０ ７５８，２２４ ７６５，８１１ ７４２，４８４

平均生産費（Ｂ） ７３９，８４３ ７３４，４７４ ７０１，５４７ ６９２，３２３ ６９２，６８７ ６９８，７１５

差額（Ｃ）；（Ａ）－（Ｂ） △ １５３ △

　

２，９７８ ４８，８４３ ６５，９０１ ７３，１２４ ４３，７６９

補てん金単価＝ （Ｃ） ×０．８ ２，３００

乳用種

平均粗収益（Ａ） ４５２，４６３ ４５４，３６３ ４６０，３８３ ４６２，５８３ ４５８，５８６ ４５５，２４５

平均生産費（Ｂ） ４４８，０９３ ４５１，４５８ ４３８，３０２ ４４３，８７１ ４５０，８００ ４５６，６８３

差額 （Ｃ） ＝（Ａ），ｒ（Ｂ） ４，３７０ ２，９０５ ２２，０８１ １８，７１２ ７，７８６ △ １，４３８

補てん金単価＝ （Ｃ） Ｘｏ．８

※肉専用種については、 Ｈ２７． ２～３月分は全国算定により算出し、 Ｈ２７． ４月以降は地域算定により算出している。
※交雑種、 乳用種については全国算定により算出している。
※Ｈ２７．２～１２月分は確定単価。 Ｈ２８．

・１月は概算払単価となっている。



（６） 肥育′ｆ：．：
‘セム★′Ｌヰ′」′ ・′ Ｌ

　　　　　　　　　　　　　

・衣

　　　

区分

　　　

品種区分

　　

交付汚辱者数

　

郷 間『 臥

　

②単価
渦呉 剛
⑧交付額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①

　　　　

（円／頭）

　

（①×②） （円）

　　　　　　　　　

肉 専 用 種

　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７年

　　　　　

交 雑 種 ２５８

　　　　　

３，８００

　　　　　

９８０，４００

　　

１月 期

　　　　　　　

乳 月

　

種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２９０

　　　　　　

３，８００

　　　　　

１，１０２，０００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に ３１

　　　　　　　　

５４８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，０８２，４００

　　　　　　　　　　　　

ー▲

　　　　　　　　　　　

「 ０

　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　

　　

　

平成２７ 年

　　　　　

交 条

　

種

　　　　　　　　

－ ２７６

　　　　　

３，
りｍ

　　　　　

ＲＲＲ．２００

　　

２月 期

　　　　　　　

乳 ｆ‐ 種

　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　

２８６

　　　　　

６３，６００

　　　　

１８，１８９，６００

　　　　　　　　　　　

言－ ３０

　　　　　　

５６２

　　　　　　　　　　　　　

１９，０７２，８００

　　　　　　　　　　

肉 専 ｍ里 ０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７年

　　　　　

交 菜

　

種 ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　

３月 期

　　　　　　

乳 Ｆ

　

種

　　　　　　　

‐ ３１４

　　　　　

５７，１００

　　　　

１７，
Ｑっ０
，４００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１１

　　　　　　　　

３１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１７，９２９，４００

　　　　　　　　　

肉 専 用 種

　　　　　

．

　　　

－ ０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７ 年

　　　　　

交 賓

　

種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　

４月 期

　　　　　　

乳 ｝

　

種

　　　　　　　　

一

　　　　　　　　　

３０３

　　　　　

２８．８００

　　　　

８，７２６，４００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１・・ １３

　　　　　　　

３０３

　　　　　　　　　　　　　　　　

８，７２６，４００

　　　　　　　　

：・

　

肉 専 科種

　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７ 年

　　　　　

交 ョ

　

種 ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

　　　　　　　

ｏ

　　　　　　　　　

ｏ

　　

５月 期

　　　　　　

乳 ↓‐ 種

　　　　　　　

‐

　　　　　　　　

３５９

　　　　　

２４．７００

　　　　

８．８６７，３００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ・ １３

　　　　　　　　

３５９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８，８６７，３００

　　　　　　　　　

肉専 肴 種

　　　　　　　　

－ ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７年

　　　　　

交 ≧

　

種

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２７７

　　　　

１０，６００

　　　　

２，９３６，２００

　　

６月 期

　　　　　　　

乳 ｉ

　

種

　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　

３２４

　　　　　

１２，９００

　　　　　

４．１７９．６００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２８

　　　　　　　　

６０１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７，１１５，８００

　　　　　　　　　

肉 痔 零 種 ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７年

　　　　　

交 雑 種

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２８４

　　　　

１８，５００

　　　　

５，２５４，０００

　

７月 期

　　　

乳 一 種

　　　

‐

　　　　　

０

　　　　

０

　　

跳 “

　　　　　　　　　　　　　　

…“ １７

　　　　　　　

２８４

　　　　　　　　　

肉苓．刊 種

　　　　　　　　　

‐ ０

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　

０

　

平成２７年

　　　　　

交 ！蟻 種

　　　　　　　　　

・ ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　

８月 期

　　　　　　　

乳 Ｆｉ

　

種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　

ト▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　

肉馬

　　

↑単

　　　　　　　　　　

一 ０

　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　

０

　

平成２７年

　　　　　

交 ～≦； 種

　　　　　　　　

－ ２９４

　　　　　

２．３００

　　　　　

６７６，２００

　

９月 期

　　　　　　

乳 ョ 種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１７

　　　　　　　

２９４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６７６，２００

　　　　　　　　　　

肉 専 帽な里 ０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７ 年 交 雑 種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

１ ０月 期

　　　　　　

乳 １： 種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　　　　　

計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　

肉 専 ”↑里

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７年

　　　　　

交 墓 種 ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

１１月 期

　　　　　　

乳 ′

　

種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　

言‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　　　　　

肉 専 刊種

　　　　　　　　

‐ ０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２７ 年

　　　　　　

交 み

　

種

　　　　　　　　

‐ ０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

１ ２月 期

　　　　　　

乳 一

　

種

　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　

言一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇

　　　　　　　　　

肉 専 羽 種

　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　

平成２８ 年

　　　　　

交 共 種 ０

　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　

１ 月 期

　　　　　　　

乳 ；

　

種

　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　

モー▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

　　　　　　　　　　

肉 専 ｎべ里 ０

　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　

０

　　

合 計

　　　　　　　

交 幻

　

種

　　　　　　　　

－

　　　　　　　　

１，３８９

　　　　　　　　　　　　

１０．７３０．０００

　　　　　　　　　　

乳 ‐

　

種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１，８７６

　　　　　　　　　　　　　　

５８，９９４，３００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６０

　　　　　　

３．２６５

　　　　　　　　　　　　　　　　　

６９，７２４，３００

　　　　　　　

※合計の交付対象者数は延べ人数である。

　　　　　　

※平成２６年度から補填金の概算払いが実施されており、四半期ごとに精算される。※平成２６年度から補填金の概算払いが実施されており、四半期ごとに精算される。
２７年１月分は精算払額、 ２７年２月～１２月分は確定金額、 ２８年１月分は概算金額と
なっている。



４． 大分県肉豚価格安定対策事業

　

独立行政法人

　

農畜産業振興機構が実施する養豚経営安定対策事業（平成２７年度～２９年度まで：
直接交付方式） に参加する県内の養豚生産者が積み立てする生産者負担金の一部を補助する事業を実施し
た。 （県費補助金は、畜産協会より四半期毎に農畜産業振興機構の養豚基金に積み立てする。）

（円／頭）（１）生産者負担金単価

区

　　

分 生産者負担金単価

　　

内

　

県補助金

　　

内 生産者負担分内

　

県補助金 内

　

生産者負担分

第１四半期～第４四半期 ７００ ８２ ６１８

（２） 事業対象頭数

　　　　　　　　　　　

２３ ２， ５６６頭

（単位：円）

区

　　　　

分 金

　　

額 附

　　

記

期

　

首

　

残

　

高 ２５，７１２，９６４前期繰越金

増加

運用益 ７，３６４

肉豚補填積立金からの繰入 ０

　

▲三△負担金返戻金受入 ４４，５５５，８７１事業終了に伴う返戻金

小

　　

計 ４４，５６３，２３５

減少
養豚基金負担金支出 ６．３５６．８０４

小

　　

計 ６，３５６，８０４

期

　

末

　

残

　

高 ６３，９１９，３９５

（３） 肉豚補てん準備金造成状況

（単位：円）（４） 肉豚補てん積立金造成状況

区

　　

分 金

　　

額 附

　　

記

期

　

首

　

残

　

高 ０

増加
県生産者積立金補助金収入 １２，７１３，６０８

小

　　

計 １２，７１３，６０８

減少
支ず意企‐Ａ絹命支出 １２，７１３，６０８

小

　　

計 １２，７１３，６０８

期

　

末

　

残

　

高 ０



５．その他協会の目的を達成するために必要な事業

（１）肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業

１） 生産者補給金交付契約を締結した生産者の個体識別及び個体登録、保留確認、生産

　

者に対する啓発指導及び業務の適正な実施等を図るため、全国統一電算事務処理シス

　

テムによる報告を行う。 また、 家畜市場での取引情報を収集し、 機構へ報告した。

２）当制度の適正な実施体制を図るため事務委託先及び契約生産者を対象に肉用子牛生

　

産者補給金制度等に係る交付契約の内容、手続き等についての点検、調査、指導を行

　

っ た。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 １４，３３６，０００ １２，５３８，７２２

（２）指定協会運営体制支援事業

　

肉用子牛生産者補給金制度の円滑な実施を図るため運営体制の強化を図った。
区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ５，３４６，０００ ５，３４６，０００

（３）肉用牛繁殖経営地域推進事業

　

事業の円滑な推進を図るため、 推進会議開催、 調査指導を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ３，５２２，０００ ３，１６３，１６７

（４）肉用牛肥育経営安定特別対策事業（肥育経営安定推進）

　

事業の円滑な実施を図るため、推進会議開催、調査指導を行うとともに、補填金の

　

円滑な交付に努めた。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ７，５０４，１２０ ７，５０２，７３２

（５）養豚経営安定対策事業に係る業務委託事業

　

平成２３年度より畜産業振興機構が直接方式で実施する養豚経営安定対策事業の円滑

な実施を図るため、事業内容の周知や手続きに関する説明会の開催及び参加する生産者

からの相談業務等を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

委託費 ４８５，９６５ ４６７，３７１



６． 業務実施事項

（１）業務運営基金（平成２８年３月 ３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

摘

　　　　

要

　　　　　　　　

会 員 数

　　　

子 牛

　　　　　

肉 豚

　　　　　　

計

寄託金

　　　　　

大

　　　　　　

分

　　　　　　

県

　　　

１

　　　

１００，０００

　　　　　　　　　　　

１００，０００

　　　　　

市

　　　　　　

町

　　　　　　

村 １８

　　　　

１５，５８０

　　　　　　　　　　　

１５，５８０

　　　　　

農

　　　　　　　　　　　　　

協

　　　

５

　　　　

５２，１５０

　　　　

４ユ６０

　　　　

５６誌１０

　　

農 中

　　　　　　

央

　　　　　　

会

　　　

１

　　　　　　

１０

　　　　　　

‐

　　　　　

１０

　　　

協

　

県

　　　　　　

信

　　　　　　

連

　　　

１

　　　　

７，６６０

　　　　　

２，０００

　　　　　

９，６６０

　　　

連

　

全

　

農

　

大

　

分

　

県

　

本

　

部

　　　

１

　　　　

２６，２６０

　　　　　

７，５１０

　　　　

３３，７７０

　　　　　

全

　　

国

　　

丑

　　

済

　　

連

　　　

１

　　　　

３，８３０

　　　　

１，５００

　　　　　

５３３０

　　　　

畜

　　　　

産 公

　　　　

社

　　　

１

　　　　　　

－

　　　　　　

１００

　　　　　　

１００

　　　　　

配

　　

合

　　

飼

　　

料 基

　　

金

　　　

１

　　　　　

１００

　　　　　　

５１０

　　　　　　

６１０

　　　　　

県 酪

　　　　

農

　　　　

協

　　　　

ｉ

　　　　　

５，０００

　　　　　　　　　　　　

５，０００

　　　　　

ジ ェイエイ北 九 州 く み あ い 飼 料 ㈱

　　　

１

　　　　　　

－

　　　　　

５００

　　　　　

５００

　　　　　　　　　　　

計‐

　　　　　　　　　

３２

　　　

－‐２１α５９０

　　　　

１６，２８０

　　

－

　

２２６，８７０

大

　　　　　　

分

　　　　　　

県 ｌ １００’０００ １００’０００

市

　　　　　　

町

　　　　　　

村 １８ １５，５８０ １５，５８０

農

　　　　　　　　　　　　　

協 ５ ５２，１５０ ４，１６０ ５６，３１０

農

　

協

　

連

中

　　　　　　

央

　　　　　　

会 ｌ ｌｏ ｌｏ

県

　　　　　　

信

　　　　　　

連 ｌ ７，６６０ ２，０００ ９，６６０

全

　

農

　

大

　

分

　

県

　

本

　

部 ｌ ２６，２６０ ７，５１０ ３３，７７０

全

　　

国

　　

共

　　

済

　　

連 ｌ ３，８３０ １，５００ ５，３３０

畜

　　　　

産

　　　　

公

　　　　

社 ｌ ｌｏｏ １００

配

　　

合

　　

飼

　　

料

　　

基

　　

金 ｌ ｌｏｏ ５１０ ６１‐０

県

　　　　

酪

　　　　

農

　　　　

協 ｉ ５，０００ ５，０００

ジェイエイ北九州くみあい飼料㈱ ｌ ５００ ５００

　

計三‐

　

１６，２８０
－‐‘

　

２２６；８７０－２１０，５９０

補助金

　　　　　

全 国 肉 用 牛 振 興 基 金 協 会

　　　　　　　　

１２，０００

　　　　　　　　　　　

計

　　　　　　　　　　　

－

　　　　

１２，
ー０００

全国肉用牛振興基金協会 １２，０００ １２，０００

　　

計

　　　　　　

‐

　　

１２ｊｏｏｏ １２，０００

　　　　　　　

計

　　　　　　　　　　　　　　　

１２，
ー０００

（２）基本財産（平成２８年３月 ３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

摘

　　　　

要 子牛 肉豚 計

特別の積立金より繰入 ２００，０００ ２００，０００

‐・．
・ ‐‐‐二；
－
，
．‐合 ‐：‐‐

．‐‐・‐
・
計

　

：＝；
ー
ミ
‐‐ ・‐‐ ‐２００，０００

（単位：千円）（３）長期預け金

区

　　　

分 前年度末現在

当

　　　　

期

当年度末増加額 減少額

全

　

国

　

肉

　

用

　

牛

振

　

興

　

基

　

金

　

協

　

会 ６，６００ ０ ０ ６，６００



（家畜衛生課）

１，家畜生産農場清浄化支援対策事業

　　

家畜の伝染性疾病を清浄化するため、 地域一体となった取り組みが重要である。 このため

　

ヨーネ病等の清浄化の推進、 白血病の感染拡大防止対策及び吸血昆虫媒介疾病の発生・流行

　

を防止するための組織的なワクチン接種を推進し、 また、 生産者自らが飼養衛生管理の向上

　

に取り組むための支援を行うことにより家畜の損耗防止を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

　　　　

国庫補助金

事業収入 （ヨーネ病自己資金）
６，０８３，０００

　

７６９，０００

５，４４９，８０６

　

７６８，６００

円）

　　

決算額 （円）

（１） ヨーネ病早期清浄化のための防疫対策

　　

ヨーネ病自主検査

　　　

ヨーネ病細菌培養等検査 （糞便の細菌培養）

　　　　

家畜保健衛生所へ検査依頼頭数

　　　　

大

　　

分

　　　　　

０頭
豊後 大 野

　　　　　

０頭

玖

　　

珠

　　　　　

０頭

宇

　　

佐

　　　

３０５頭

　

計

　　　　　

３ ０５頭

（２） 白血病の感染拡大防止対策

　　

牛白血病の感染拡大防止を図るため、 講習会等の開催、 発生農業等での重点的な検

　

査や、 共同放牧場での吸血昆虫の駆除対策の推進を行った。
講習会の開催

　

開催日：平成２７年９月 １４日

演

　

題： 「牛白血病の現状と対策について」

　

講

　

師：北海道大学大学院 獣医学研究科

　　

今内

　

覚

　

准教授

（３）農場飼養衛生管理強化対策

　　

農場飼養衛生管理向上のための指導体制を確立し、 生産者自らが飼養衛生管理の向上に

　

取り組むための支援を行うことにより家畜の損耗防止を図った。

　　　

・検 討会 の開催

　

１ 回

　　　

・ 指 導農 場数

　

３ ９４戸

　

（延べ戸数

　

４９３戸）

（４）疾病発生流行防止支援対策

　　

吸血昆虫媒介疾病のワクチンを接種することで牛の疾病発生・流行防止を推進し、 家畜

　

の損耗防止を図った。

２． 死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業

　　

死亡牛の円滑な収集、 輸送、 並びに適正な処理をすることにより、 ＢＳＥ検査の円滑な実

　

施と良好な家畜衛生及び環境の維持を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
国庫補助金 １１，４６６，０００ ８，８９８，３４５

（１）死亡牛検査処理安定化対策

　　

輸送費及び化製処理費に対する補助



　　　

〔補助対象頭数及び助成金額〕

　

４８ヶ 月 齢 以 上

　　　　　　

１２３

　　　　　

１５６

　　　　　

１４７

　　　　　

１５４ ５８０

１

　　　　　　　

１第１．四半期ず第２．四半期１第３．四半期 第４・四半期

　

Ｈ２７年度合計
ー

　　　　

齢

　　

１

　　　　

１

　　　　

１ ー

　　　　

ー

　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

１

　　　　

１

　　　　

１

　

助 成金 額 （円）

　

１，４１１，５００

　

１，７８９，０００

　

１，６８０，５００

　

１，７６６，０００

　　

６，６４７，０００

３．獣医療提供体制整備推進総合対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため県と連携し、 本県での就業を希望する

　

獣医系学生に対する修学資金の給付を行った。

ー

　　

区
．
分

　　

ｉ予算額（円） ｆ決算額（円） １

　　　　

国 庫 補 助 金

　　　　　　　　

６，１２０，０００

　　　　

６，１００，６０１

本年度対象学生

　　　　

９名

　　

（大分県

　

１／２）

４． 家畜防疫互助基金支援事業

　　

ロ蹄疫や豚コレラ等の海外悪性伝染病が万一発生した場合、 損害を互助補償し畜産経営へ

　

の影響を緩和するため、 生産者が行う積立を支援することにより畜産経営の安定的発展に努

　

めた。

ー

　　　　

区

　

分

　　　　

１ 予算額（円） １ 決算額（円） ー
Ｌ

　

農

　　　　

機 １

　　　　　

ョ

　　　　　

１

　

農畜 産業 振興機 構

　

補助 金

　　　　

２，１０２，０００

　　　　

２，０３２，０４５

（１）家畜防疫互助等推進事業

　　

推進会議の開催、 生産者・関係団体等に対する事業の普及、 指導、 連絡調整等

（２）家畜防疫互助事業

　　

契約状況一覧

契約戸数（戸） 家畜の種類 契約頭数（頭） 稽立金額 （円）
乳
用
牛

・
肉
用
牛

１，２５３

・乳用牛 （２４ヶ月齢以上）

・乳用牛 （２４ヶ月齢未満）

・肉専用繁殖雌 （２４ヶ月齢以上）

・肉専用繁殖雌 （２４ヶ月齢未満）

及び肉専用肥育牛
・交雑種

・乳用種肥育牛

９，１２０

３，６６７

１５，４９９

２０，９４８

６，０エ４

５，３２６

２，１４３，２００

　

３４８，３６５

３，４８７，２７５

２，３０４，２８０

　

６３１，４７０

　

５０５，９７０

計 ６０，５７４ ９，４２０，５６０

豚

家
族
型
１３

・繁殖用種豚 （雌）
．

　　

″

　　

（雄）

・肥育豚

　

８７３

　

４９

９，０３０

１０４，７６０

　

５，８８０

２７０，９００

小

　

計 ９，９５２ ３８１，５４０

企
業
型
２０

・繁殖用種豚 （雌）
．

　　

〃

　　　

（雄）

・肥育豚

１０，０３４

　　

３５８

１０８．６４０

１，２５４，２５０

　

４４，７５０

３、８０２、４００

小

　

計 １１９，０３２ ５，１０１，４００

計 １２８，９８４ ５，４８２，９４０
合

　　　　　　　　　　　

計 １４，９０３．５００

家畜の種類

　　　　　

契約頭数 （頭）

　

稽立金額 （円）



５． 自衛防疫推進事業

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
大分県

　

補助金 １７４，０００ １７４，０００

（１）推進事業の開催
開催 年月 日

　　　　　　　　

会議の名 称

　　　　　　　　　　　

開催 場所

　

Ｈ２７．１２．２

　　

牛病部会 全農大分県本部会議室

　

Ｈ２８．２．５

　　

予防注射事業標準対価表検討会 全農大分県本部会議室

　

Ｈ２８．３．１４

　　

家畜衛 生専門委員 会

　　　　　　　　　

大 分県 庁

対象農家 戸

　

数

養

　

豚

　

農

　

家 ４ ９

　

戸
．

養

　

鶏

　

農

　

家 １３ １

　

戸
．

計 １８ ０

　

戸

（２） 調査資料の

戸

（３）広報活動
・飼養衛生管理基準遵守に関するクリアファイル

　

…

　

…

　　

２， ０５０部
・ 衛生 管 理 区域立入禁止ステ ッカ ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６０部
・予防接種啓発資料 （全農・市場日程表に掲載）

　　　　　　　　　

３， ０００部

・畜産衛生手帳 …

　

…

　

… …

　

…

　

…

　

…

　

…

　

１５０冊

６． 死亡牛適正処理促進事業

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）

　

大分県

　

補助金
事業収入（自己資金）

８９８，０００

８９８，０００

８０９，７４２

８０９，７４３

（１）施設運営費

　

… コンテナ維持管理電気料

参事聯粂 撒嚇

　

｝ ・／２補助

７． 大分県獣医師確保対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため、 本県での就業を希望する獣医系

　

学生に対する修学資金の給付やインターンシップ研修を実施し、 必要とする獣医師の安定

　

確保に努めた。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
大分県

　

補助金 ９，１５０，０００ ９，１１７，２９０

給付対象学生

　　　　

９名

　

（国

　

１／２）

　　　　　　　

３ 名

　

（県）

　　　　　　

ロ

インターンシップ研修を受けた学生

　　　　

６名

３名

　

（県）

　　　　　　

合計 １ ２名

８．馬飼養衛生管理特別対策事業

　　

馬の飼養衛生について馬飼養者及び関係団体を組織化し、 計画的に事業を実施、 浸透させ

　

ることにより、 馬飼養衛生管理体制の総合的な整備と馬産の振興に資するための指導を行っ



た。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
中央畜産会

　

委託費 ３７０，０００ ３６５，０５９

（１）地域馬飼養衛生管理体制整備委員会の開催
平成２７年１２月 ８日

（２）馬飼養衛生管理技術地方講習会の開催
平成２７年１２月 ８日
演題： 「馬の運動器疾患について」
講師：服ぬ日本中央競馬会

　

馬事部防疫課 立野 大樹

　

先生

（３）地域馬獣医療実態調査
調査戸数 １５戸

“^
） 衛生体制強化基金事業（自衛防疫思想普及事業）

　

自衛防疫の強化等をテーマとして地区自衛防疫団体主催の講習会等を開催するとともに、
飼養衛生管理基準の啓発を目的として衛生管理区域立入禁止ステッカーを作成・配布し、 自
衛防疫意識の高揚を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
中央畜産会

　

委託費 ８３，０００ ８３，０００

（１）啓発資料の作成
立入禁止ステッカー

　

５３０部

（２）講習会の開催
開催年月日 開催者 ブーマ及び講師 出席人数
Ｈ２８．３．２４ 中央牛疾病

対策協議会
「白血病とその対策について」
大分家畜保健衛生所病性鑑定部 長岡健朗

　

氏
１８

１０． 農場 被 ＣＣＰ認証支援地域強化促進事業

　　

農場ＨＡＣＣＰへの取り組み支援による農場の育成を通じて、農場ＨＡＣＣＰ認証の広範かつ加

　

速的な普及を図るため、 地域での指導体制を整備し、 農場 豊ＩＣＣＰの構築に取り組んだ。 併

　

せて、 これまでの事業成果で得られたモデル農場における課題の抽出と改善成果を活用し、

　

生産農場での衛生管理システムの構築等、 農場 粥ＩＣＣＰの取り組みを図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
中央畜産会

　

委託費 ２，５５１，０００ ２，３８６，７８８

（１） 対象農場

　

３戸

　

（新規２戸・継続１戸）
（２） 普及推進に係る講習会の開催

　

２回

　　

１） 開催日

　

平成２７年９月 １４日

　　　　

演

　

題

　

「畜産農場におけるＨＡＣＣＰ運用のメリット」

　　　　

講

　

師

　

静岡県畜産技術研究所

　

酪農科 赤松

　

格久

　

上席研究員

　　

２） 開催日

　

平成２８年２月 ８日

　　　　

演

　

題

　

「農場ＨＡＣＣＰ認証農場への取り組み」

　　　　

講

　

師

　

（株）ゆふいん牧場

　

溝湯

　

聡一郎

　

氏



（３） 地域取組促進に係る講習会の開催
開催日

　

平成２７年１２月２１日 （大分家畜保健衛生所）
開催日

　

平成２７年１２月 ２ ２日 （玖珠家畜保健衛生所）

　

演

　

題

　

「ＨＡＣＣＰとは？そして農場ＨＡＣＣＰとは？」
講

　

師

　

（株）サン・ダイコー

　

天願 竜一

　

氏

　

演

　

題

　

「農場ＨＡＣＣＰ認証農場への取り組み」
講

　

師

　

（株）ゆふいん牧場

　

溝還

　

聡一郎

　

氏

１１． 自衛防疫体制強化推進事業

　　

伝染性疾病発生時の防疫対応等が出来るよう、 生産者段階での防疫演習等を実施し

　

た。 また特定悪性慢性感染症の防疫措置の基礎となる家畜の飼養衛生管理基準の徹底・

　

啓発を行い、 地域自衛防疫体制の強化・定着を図った。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
家畜衛生対策推進協議会委託費 ２，４５６，０００ ２，３３７，７６５

（１） 防疫演習見学及び参加事例

　　

１） 県域単位で開催した実地防疫演習の見学 （１回）

　　

２） 家畜人工授精師を対象として開催した机上・実地防疫演習 （２回）
（２） 飼養衛生管理基準啓発推進対策

　　

１） 講習会の開催 （１回）

１ ２． 馬インフルエンザ等防疫強化特別対策事業

　　

馬伝染性貧血に係る清浄性確認調査を行うとともに、 在来馬等馬伝染性貧血清浄化地

　

域推進検討会を開催し、 清浄化を図るための基礎情報を得るため、 在来馬等について飼

　

養及び衛生状況の実態調査、 馬伝染性貧血について検討を行った。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額（円）
中央畜産会

　

委託費 １３１，０００ ９２，２３４

（１） 在来馬等馬伝染性貧血清浄化地域推進検討会の開催

　　　

平 成 ２７年１２月 ８日
（２）在来馬等馬伝染性貧血清浄性推進

平成２７年１２月 ８日
馬等馬伝染性貧血清浄性
清浄性確認調査

　　　

９戸

１３． 馬伝染性疾病防疫推進対策事業

　　

地域における自主防疫活動の強化を図るため、 競走馬以外の馬に対する馬インフルエンザ

　

のワクチン接種の推進及び馬飼養衛生状況等の知識の普及啓発等の取り組みを行った。

１

　　

区

　

分

　　

１予算額（円） １決算額（円）１

　　　

中央畜産 会 委託 費

　　　　　　　

２６４，０００

　　　　

２１４，２３５

（１） 馬ワクチン接種等地域推進対策検討会の開催

　　　　

平 成 ２７年１２月 ８日
（２） 馬イ ンフルエンザ接種頭数

　　

４６頭

１４． 野生獣衛生体制整備緊急対策事業

　　

野生獣による伝染病の伝播拡散を防止するため、 中山間地域における野生獣の衛生実態調



査を行い、 家畜衛生関係者を中心とした畜産分野への情報発信体制を地域に構築・整備をし
た。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
家畜衛生対策推進協議会委託費 ２，９８９，０００ ２，８３９，２４３

（１）地域衛生技術連絡協議会の開催
第１回 平成２７年

　

６月

　　

３日

第２回

　

平成２７年１２月１７日
第３回 平成２８年

　

３月

　　

８日

（２）野生獣の衛生実態調査
イ ノ シシ

　

４ ８ 頭 （検査項目

　

オーエスキー病・トキソプラズマ病・豚丹毒・ＰＲＲＳ・ＰＥＤ）

シ カ

　　　　

２ ４頭 （検査項目

　

牛白血病・ＲＳ・ＢＶＤ‐ＭＤ・ＩＢＲ）

１５． 豚流行性下痢まん延防止強化対策事業

　　

国の豚流行性下痢 （ＰＥＤ） の防疫マニュアルに基づき、 地域の状況に応じた効果的な畜舎

　

消毒や予防接種の励行等、 地域防疫計画を作成し、 予防接種を的確に実施する農場の繁殖豚

　

を対象に獣医師による衛生管理点検指導を行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
中央畜産会

　

委託費 １，２６６，０００ １，２５２，４８６

（１）ＰＥＤ地域対応推進対策会議の開催
第１回：平成２７年８月 ６日
演

　

題： 「豚流行性下痢対策に学ぶ農場の防疫対策」
「疾病に強い豚群を作る～まずは母豚群の管理から～」
宮崎県農業共済組合連合会

　

生産獣医療センター

生産獣医療係長 （豚担当）

　

山本

　

昇

　

先生
講

　

師：宮崎県農業共済組合連合会

　

生産獣医療センター

第２回：平成２８年３月 ８ 日
演

　

題： 「豚流行性下痢 （ＰＥＤ） の最近の動向について」

講

　

師．：大分家畜保健衛生所

　

人見

　

徹

　

氏

（２）ＰＥＤまん延防止衛生対策指導
対象農場 ２農場

１６． 牛せき柱適正管理等推進事業

　　

化製業者と、 牛せき柱以外分別供給契約を締結した上で、 牛せき柱を適正に管理し、 適正

　

管理の確認や作業者に対する指導・監督等を行う責任者を設置するとともに、 研修会を自ら

　

実施した食肉事業者に対し交付される促進費の交付事務に関する手続きを行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
畜産副産物協会

　

委託費 １８０，０００ １７３，４８４

事業対象食肉業者

　　

１社



１７． 特定疾病予防接種推進事業

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
事業収入 ６６，５４４，０００ ６６，４０３，１４２

国庫補助事業・協会単独事業実績

　

豚疾病

　　　　　　　　　　　

（単位： 頭）

協 議 会 名 豚丹毒（単）
県中央（北海部） ３，

　

９

　

８

　

８

県

　

南

　

地

　

域 ０

県西地区（玖珠郡） ０

県

　　　　　　

北 ０

合

　　　

計 ３，

　

９

　

８

　

８

協議会名 牛六混 牛五混 イバラキ 流行熱 流行熱・イバラキ 異常産三混 ヘモフイルス

県中央 １，２０２ ８ １，１４３ ０ ０ １，１０３ ｌｏｌ

県

　

南 ４，３９１ ６２８ ５，３５０ １，６３５ １，０５０ ４，３６６ ７３１

県

　

西 ３，０３５ ０ ３，０５３ ０ ０ ３，４６３ ７５３

県

　

北 ７４３ ６１５ １，３９２ ０ ０ ２，７６２ ７２１

合

　

計 ９，３７１ １，２５１ １０，９３８ １，６３５ １，０５０ １１，６９４ ２，３０６

協，議 会 名 ＮＤ ＮＤ工Ｂ

生 生
県中央（大分市） １１４ ０

県南地域（大野地区） ０ １２

県西地区 ０ ０

県北 ０ ０

合

　　

計 １１４ １２

鶏 疾 病

　　　　　　　　　　　　　

（単 位 ：

１８． 種畜精液保管譲渡推進事業

　　

大分県肉用牛振興の基本方針に基づき、 豊後牛の生産基盤の確立及び豊後牛銘柄確立のた

　

め、 地域の実情に応じ大分県肉用牛改良方針に沿った精液の保管譲渡を実施した。

区

　　

分 予算額（円） 決算額（円）
事業収入 １７，２０４，０００ １７，２６１，４３９

事務手数料収入 １，２０３，０００ １，２５４，２６０

支

　

所 譲渡本数（本）
大

　　

分 ３，

　

０

　

４

　

７

豊後大野 １，

　

７

　

７

　

８

玖

　　

珠 ３，

　

２

　

３

　

５

宇

　　

佐 ２，

　

０

　

５

　

５

合

　

計 １ ０， １１ ５



１９． 予防注射事故対策事業

　　　

手当金及び見舞金交付

　　　　

牛死亡

　

１頭

　　

５ ４， ０ ００円

　　　　

牛診 療

　

１頭

　　　　

５， ０００円


